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　私の周りにはいつも
音楽があった。
　【幼少期】物心がつ
いたころには家の中で

も車の中でも音楽がかかっていた。
　【小学校】いつしか聴く側から演奏する側に
なっていた。ピアニカ、リコーダー、鉄琴・木琴、
ハーモニカ。そして３年生の時に運命的な出会
いをする。そう、トランペットに出会ったのだ。小
さな背丈で重たい楽器を持って一生懸命吹い
ていた。演奏会やコンクールにも出場した。汗
だくになり難しい隊列を組みながらマーチングも
行った。
　【中学校・高等学校】６年間吹奏楽に打ち
込む。朝から晩遅くまでトランペット練習に励ん
だ。先輩と後輩の規律や音楽の基礎（楽典）
もここで学んだ。ここで一生の財産となる友人
とも出会った。苦楽を共にし喜びも悔しさ（涙）

も一緒に経験した。様々な経験から大きく成
長ができた時期だと思う。
　【大学】４年間、交響楽団に在籍した。中学
や高校の時のようにトランペットだけというわけに
はいかない。大学での講義はそれまでとは雲
泥の差で困難を極めたからだ。大学生の本分
は学業だ。もちろんそれは否定しない。だが、
交響楽団に在籍し楽器を通じて、組織（楽団）
運営や人とのコミュニケーション（協調性）を学
んだ。
　【社会人】大学卒業後しばらくブランクはあっ
たが、一般市民管弦楽団に所属し、毎週音楽
の世界に没頭していた。子育ても忙しくなり今
はそれもできなくなってしまった。残念なことで
はある。
　振り返ってみると、いつもそこには音楽があっ
た。音楽を通じていろいろなことを学んだ。私
にはそれがかけがえのない大切な財産だ。

　学生の皆さんには大学4年間で何かひとつ
人に話せるようなことを作ってほしいと思う。汗
水垂らして努力して取り組んだことは絶対に裏
切らない。その人の人格形成に大きく寄与す
ることとなる。
　何をしていいか分からないという人は授業
支援SA（スチューデントアシスタント）にチャレ
ンジしてみてはどうか。先輩・後輩を含めて
243人の大所帯である授業支援SAは、学生
が学生のために授業サポートをするやりがいの
ある仕事だ。大学のミッションである教育・研
究・社会貢献の発展を教員・職員とともにそ
の一端を担うのも面白い仕事だと思う。
　時間は有限であり皆に平等に流れる。４年
間（約35000時間）を大切に過ごしてほしい。
これは拙い私の経験から言えることで学生の
皆さんに声を大にして伝えたいことだ。
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　毎年新入生の導入教育である専門科目の
クラスを担当し、学生に課す課題がある。
テーマは、私の研究テーマでもある「記憶」
から選ぶことが多い。まずは様々な記憶の
検査・測定・実験方法を学生たちに体験し
てもらうのだが、課題の真の目的は、自分自
身を知ることであり、心理学という学問領域
で、こころを測ることの難しさや楽しさを発
見してほしいということである。しかし、この
ような授業で毎年のように学生たちが必ず
私に対して発する問いがあり、それは、「自
分の記憶力は悪いのではないか」ということ
である。記憶力が悪いと試験の成績も悪く
なるし、結果として自分は頭が悪いと思われ
るのではという心配がどうも彼らの問いの
根底にあると感じる。
　DR Mパラダイム（Deese -Roed iger -
McDermott paradigm）という記憶検査方
法がある。これは、虚偽記憶を生じさせると
言われてきた方法であり、この手続きでは、
特定の単語（ルアー語、例えば「希望」）を
連想させる単語リスト（リスト語として、例え

ば「将来」、「夢」、「ふくらむ」など）を提示
した後に、提示された単語を報告させる。そ
の時、リストで提示されていなかったルアー
語（例では、「希望」）を誤って「思い出し
た」と報告すると、虚偽記憶が生じたという
ことになる。学生たちにこの課題を行うと、
自分が正しく単語を思い出さず、虚偽の単語
を思い出した、すなわち、誤りを犯したこと
に気付くことになる。そこで、先述したよう
に、「記憶力が悪いのか！」という心配が生
じるのである。
　しかし、これは果たして記憶力が悪いこ
とになるのだろうか。虚偽記憶を報告した人
は、記憶力が悪いのではなく、言語的な概
念形成の能力が高く、抽象的に思考できる
人なのではないか、そして、そもそも虚偽記
憶を生じさせるパラダイムとされてきたもの
は何を測っているのか、という疑問が私も含
め記憶研究者の中では最近言われだしてい
るのである。
　大学入学までの学校の授業は、多くが
「憶える」を軸に展開している。当然大学で

も基礎的・専門的知識を憶えることは重要
である。しかし、学生たちは単に憶えるだけ
では満足できず、知識をまとめ体系化し、そ
こに意味を見出そうとする。さらに理解を深
め新しい学び方を展開しよう、得られた知
識を実践しようという者もいる。教員の側
も、主体的な学びとは、「憶える」を超えた
ところにあるのはわかっていても、ではどの
ようにすればそれが達成できるのか、試行
錯誤し戸惑うことも多い。
　上述したパラダイムに疑問が投げかけら
れたように、大学教育もまた常に見直され、
新たな展開がその都度丁寧に試みられなけ
れ ば ならない 。教 育 開 発 支 援 センター
（CTL）では、4人の専任教員が中心とな
り、17人の研究員とともに、教育環境、教育
支援、FDなどに関する複数のプロジェクト
が行われている。CTLの使命は、どのような
新たな方法が可能なのかを学生、職員、教
員に提示していく、そして、自ら率先してそれ
らの方法に取り組むということであると考え
ている。
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主体的な学びのために
関口 理久子教育開発支援センター長

■スケジュール
12：00　羽田空港第 2ターミナルツアー
12：40　昼食
13：40　交渉学交流会（学生はプレゼンター兼受講者として参加）

（13：40 - 13：45　イントロダクション）
（13：45 - 14：10　交渉学の基礎）
（14：10 - 14：35　事前準備（各自））
（14：35 - 15：00　作戦会議（チーム））
（15：00 - 15：10　休憩・移動）

（15：10 - 15：45　模擬交渉（1 対 1））
（15：45 - 15：55　感想戦（1 対 1））
（15：55 - 16：25　全体フィードバック）
（16：25 - 16：50　
関西大交渉学事例紹介：関大・交渉学の展開についてプレゼン）

（16：50 - 17：00　クロージング /アンケート）
17：00　終了
17：30 - 20：00　懇親会

　羽田空港内のANAの人事部・人財大学
の交渉学研修に本学学生２名（法学部3年井
上宗知さん、文学部3年上田綾香さん）と教育
推進部山本敏幸が参加した。ANAでの交
渉学研修は、富士ゼロックス株式会社の阿部
氏の支援により実現したものであり、７月の
IBMで開催されたものに引き続き、今年度２回
目の企業との合同交渉学ワークショップであっ
た。
　午前中は、ANAの日常業務の裏側（国内
便運行前の打ち合わせ、出発時刻に合わせ
た駐機の段取り、空港上空を運行中の旅客機
との交信など）を各担当者のすぐそばで見学
させていただいた。安全運行が当たり前の日
常業務の中で、俯瞰的に業務全体の流れを
考えながら、各自の担当部分について多くを学
べた。

　社 員 用レストランでの 昼 食 後、午 後は、
ANAの人事部・人財大学の幹部の皆様及
び富士ゼロックス社VHPの方がたとの交渉学
の研修に参加した。
山本からは、関大・交渉学の基本的な考え方
について報告した。学生たちはインパクトある
関大・交渉学の学びについて自分たちの習
得したことをプレゼンした。阿部氏には、これま
での交渉学研修で交流のあった学生の成長
をご確認いただいた。学生たちのプレゼンの
後では、ANAの人事部の方々との距離も一
気に縮まり和やかな会話が弾んだ。
　今後は、ANA人事課人財大学のスタッフと
の「英語力を活かした交渉学のテキスト」の共
同制作、人財大学の研修生と関大生の合同
交渉学ワークショップを計画していく。

（教育推進部　山本敏幸）

ANAとの合同交渉学ワークショップを
開催しました LA活動報告

Learning Assistant
日時：2017年10月28日（土）11:45 ～ 17:00　場所：羽田空港第2ターミナル

羽田空港のANA社員用出入口（ガンダム口）で集合

学生から見た関大・交渉学についてプレゼン


